
チェンソー使用技術に関しては,鍋断面穢速度と負荷回転速度を実用技術改善や,そのための 

綢査の基津的な物指しとすることにより,従来とかくつかみどころのなかったチュンソー技術に 

ひとつのよりどころを与えることができた。この2本の柱は連絡試皺や現地指魄 治・よぴメ ーカ 

一側に対する技術的提案を歩こなうに際しても非常にわかりやすく,また帝効でるる。これによ 

って技縁改善に役立つ多くの新州実を発見することができた〇 a・宀パー型のチュンの上刃目 

立角と,材の硬軟の関係には,カッターの側方への圧消によるチュンとパー溝との間の摩擦カ:大 

きく影唇することがわかり,オイルをチスンにう度く釆せることカ:できるかどうかが意外に施：大 

な技術要素に左ること力:わかった。

以上の詳細については次のものに発表してある。

中村英石:林郊&械の効果的作業技福,林業釦紳研究報告第2 2 5号,(19 6 9 )
左お次の林瞰関基にも発表した°

中村英硯:機械作業の盲点発掘,わかりやすい林業研究解脱シリーズ№3 5, B本林業技術® 

会

中村英硯:集財・阳作業の問題点,撒披化林業Na18 4, №18 5, Na18 6,林燃揪械化期会
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国有林苗畑における土壌線虫 

被害の実態調査と防除
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！試験担当者氏名

水場保證部耕病科長 千 葬 修(主査)

" 〃樹病研究室 真 宮 竭 治

北海道支拐樹病研究室 橋 本 平 一

柬北支^ 〃 庄 司 次 另

便西支埸 " 峰 尾 — 彦.

四国支均保我研究室長 陳 野 好 之

五十嵐 fit
九州支・樹时研究室 清 原 友 也

I！試験目的

栖物寄生枳虫は苗木の根を加害して苗木の根腐れ症状の主要原因と左るが 国有林苗畑阿おけ 

る実態は全く不明であった。このため広く実態测・を行ない,苗畑土壌中に生息する植物寄生總 

虫の種新 分布,検出頻應 主要寄生線虫の生息密的 環境条件と主耍籾虫の技類・よぴ生息密 

度との関係について明らかにする。さらに,これらを防除するための方法を見出すための各程試 

験を行をう〇

m試験の経過と得られた成果

1•実態調設

1一I調査苗畑

夹愚調走を実施した国有林苗畑は表ー1に示すi北見営林局12,帯広営林局13,旭川 

営林局2 4,札幌営林局12,函卸営林局16,有森営林局41,秋田営林局2 6,前橋営 

林局2 0,束京営林局18,長野営林局11,名古尾営林局15,大阪営林局34,高知皆 

林局19,娘本営林同41,合計3 0 2苗畑である。これらの苗畑では,調査担当者力喚地 

で試料の採取を行なうか> または,試料の採取なよぴ送付方法を指定して,採取を依頼した。
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表ー1 調査を実拘した苗畑名

営林周 営林费 苗 知 名 容林局 営林瘠 苗畑名

北見 詞走 裝幌呼人 旭川 神楽 雨粉神楽

留辺葉 温根湯 美瑛 美瑛

敝別 上渚骨 富良野 上寫良野

滝の上 滝の上 金山 金山

達曜 遠糧 幾赏 落合

蹑戸 勝山 稚内 沼川

清里 札弦 札視 余市 赤井川

津別 津別 大夕張 沼の沢仔藤沢

北見 上常呂常呂 定山渓 百松沢惡松

佐呂間 敏士 恵庭 恵庭

帯広 弟子屈 川湯弟子屈 解内 静内

標茶 捺茶 上芦別 六桐沢•者木沢

,阿寒 阿寒 岩兒沢 月形

陸別 大与她陸別斗満 札幌 軒視

本別 本别 占小牧 美笛

带広 相川札内 前俯 岩内 発足前印

新得 屈足 俱知安 倶知安

大樹 大樹 黑松内 黑松内

中扩 中標律 八雲 •長万部ハ察

旭川 中頓別 上臨 下頓別 小赫別 今金 第一第二

天塩 艾：’巳 東瀬棚 若松

遠別 遠別 乙部 旅石乙部

名寄 佐久 槍山

遜布 逹市 森 森

下 JII 下川 函 fin -t>

士 別 武徊和寒 j 江差 湯の岱

朝日 朝日 木古内 泉沢

幌加内 幌加内 电森 胥森 新城

深川 利秩父別 蟹田 瀬辺地

上川 愛山清川 増川 増川

大雪 菊水 市浦 相内
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會林局 営林暑 苗畑名 営族局 営林署 苗畑名

曾岸 中里 

金木 

話ケ沢 

弘前 

大鮮 

碇ケ関 

陽石 

JII内 

吟野沢 

横汽 

野辺地 

三本木 

三后 

田山 

听町 

盛岡 

率石 

花卷 

北上 

川尻 

水沢 

ー 阕 

久慈 

岩泉 

川井 

遠野 

大槌 

大船渡 

気仙沼 

石巻 

古JII 

中新田 

仏台

尾別 

小田川 

ハ急菊 

沢田 

早潦野 

紹罔 

柏木山 

斯子畑 

舖崎 

横浜 

野辺地 

後平 

田子 

平又 

打田内 

燈山 

桝沢 

太田 

横志田 

大野 

愛宕 

上台 

侍浜 

大手内 

小国 

新里 

晋ノ木浪坂 

谷地山 

本所分所 

雄勝 

中山 

大衡 

原山

貴蕤

秋 LB

前橋

白石 

今別 

十却田 

花斡 

関IS 

早 口 

腮果 

米内沢 

上小岡仁 

ニブ井 

能代 

五城目 

秋田 

利田 

角館 

生保内 

大 IKI 

湯沢 
本荘 

矢岛 

漁田 

鶴岡 

新庄 

村山 

痊河江 

山形 

米沢 

小国 

原町 

浪江 

富岡

平

福岛

魅刈田 

二股 

大湯 

花检 

扇田 

大野

米内沢 

上小阿仁 

ニッ井 

能代 

五城目 

秋田 

和田 

角館 

生保内 

境 

院内 

本裴 

矢鳥 

密田 

鶴岡 

新庄 

銀山 

寒河江 

永野 

米沢 

小国 

大寇 

赤宇木 

深野

大笹生
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営林局 営林瑕 苗 畑名 営林局 営林署 苗 畑名

前橋 棚倉 長野 松本 波S 埋尻

白河 矢吹1 矢吹n 伊那 美すず

喜多方 常世 駒ケ根 宜田

坂下 新鶴 上松 上松

宇都宮 明城 三験 大原

今市 シドミ 原 坂下 城下

大間間 内野 名古屋 新城 新城

月夜野 境野 岡齒 二川

基淋 赤川 & 卓 縁ヶ丘 関ヶ原

村上 餌腰 荘川 二日町 新淵

新発田 村杉 中津川 岩村 合川

村松 村松 付知 大平

長岡 掘之内 下呂 舞台峠

六日町 神立 久々野 久々野

束京 髙萩 上台 古JH 大洞平

大子 山田 冲岡 神岡

水戸 笠原 富山 大沢野 芦硫寺

笠間 友部 大阪 金沢 粟林

秩父 中川 福井 上庄

千華 愛宕山 故賀 笹山

甲府 諷肪森 大木 大洋 大門

平塚 泉 京摆 須知

天城 本谷 奈良 王条

河津 横川 佐ケ野 亀山 鈴鹿 住吉

沼津 三明寺 尾鷺 三瀬谷 船津

静岡 栗倉 新宮 上下平 有馬

掛 JII 王十岡 田辺 龍神

千頻 肖部 福野 根来 高野

水窪 水窪 神戸 三木

浜松 浜北 姫路 和FB山
長野 飯 山 宮中 夜間瀬 H！綺 ー官( 東市場•伊和)

上田 和 岡山 王城

岩村田 塩野 津山 日本原
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営林局 営林署 苗畑名 営林同 営林署 苗 畑 名

大 阪 新 見 釜谷 熊 本 対 周

次 吉田(平原•柿原) 
釜ガ峥 熊 本

福 山 據原 菊 池

西 条 イラスケ 八 代

広 島 昵木水内 水 俱

山 ロ 鹿野 人 吉

B 原 大野原 多良木

川 本 南施 佐 伯

倉 吉 赤确 大 分

鳥 取 山の宮•中田• "、府 B 田

高 知 徳 烏 池田 中 津

高 松 本目 延 岡

西 条 円山 補千穂

松 山 久万 0 向

宇和島 広見 高 鍋

宿 毛 三原 西 都

消 水 太岐 高 岡

中 村 玖・木 綾

JII 崎 滩賀 小 林

大 正 江師 えぴの

窪 川 米奥 為 崎

須 崎 久礼 都 城

高 知 平和宮ケ平 患 間

本 山 北山森 内之浦 -

大 栃 陣山 大根占

安
芸 内原野 鹿屋•祓丿1

野 根 野根 加治木

熊 本 直 方 大 □

福 岡 出 水

佐 賀 川 内

氐 雄 鹿児島

長 崎 多比良 上屋久

五 島 下屋久



1-2調査方法

綢査方法は 、'林樂苗畑にむける線虫被害聘査霎領〃1)によった。その槌要は次のとむり 

である。

鼠科採取時期は夷夏の士壤乾燥峙をさけて7月上旬〜1〇月中旬とする。試料採垠は樹種 

•苗令•明らかな環境条件の差異に応じて醐贵宓を設定し,！豳査区ごとに5地点より採取 

して1試料とする。採取する統料け苗木およぴその根辺士堆とする。線虫の分館は,士して、 
らの分塑はクリスチーとベリーの方法により,苗木の根からの分辩はヤンダの加温游出法に 

よる。紐虫の生恩密度は士壇の場合は3 0 0 % 根の埸合け19中の甘榊)敎であらわす。調 

查の補足資料として,苗畑の環境条件,育苗方法,作付経旌と被害の発生缶について調ペて 

わく。

1-5調:査結果

調査結釆はとりまとめの験"上 各項目ごと化地方別に肥した後で理約をのべることとす 

る。左歩,前橋・東京・長野•名古陡^•林局管内を主休とする束日本地域の調:從結果につい 

ては晩に発表され2,)また,能本的本局管内の調光結果についてけ近く印刷発表される。め 

その他の,瞥林局管内の調査結果についても,本年度中に林業試験場研究報告に発表される予 

定なので,詳細についてはそれらによられたい。表カ•国有林関係以外の苗畑の実態調査結果 

についても既に発表されているA)の咨隠h/38 

1-5 -1

国有林苗畑から検出された楹物寄生紛虫の種類

検出された寄生縁虫の秘類を僧林局別に表ー2に示す。

表に示すように国有林畑から検出されたものは 16狷であり,このうち冋定されたも 

のは7属12種である。

これらのうちには,ごく 一部の苗畑で少散検出されるにすき’たいものも含まれているの 

て 主理と思われる紛虫が検出された頻度を表ー3に示すc

注1)千第修ほか:林樂苗畑における紘虫极害調査要領,段林赫業洲：験場,昭3 9
注2 ) 真官叩治：国有林苗畑における植物锵生紛虫の分布——束日本の苗畑について—— 

林試研報 219：95—119(1969)
注5) 带原友也：九州の国有朴苗畑における植物寄生線虫の分布,林試研報

232(印剧中)

注4 ) 千が 修:林業苗畑にむける士壊線虫の実態一連絡試験による実頗調査の結果か 

らー裁林防疫ニュース17(2) 2 - 1 2 ( 1 9 6 8 )
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表ー 2,去•よぴ表一3から次のことがいえるc

a )北海道抱方(5営林局管内)
この」韻或には9積の寄生秘虫が能められるカミキタネクサレセンチュウを除くと検 

出頻度は非常に低い〇キタネグサレセンチュウは調吏苗畑の7 〇务以上,調査試料の 

約5 0¢から検出されているcこの調査結果から,北海道地方で間題と左るのはホタ 

ネグサレセンテユウに限られるといえるG

b )東北地方(斉偸•秋田営林局管内)

この地域では8律の寄生源^カ煥められたカ;,このうち,キタネダサレセンチュウ 

とユミハリセンチュウが渕苴したすべての苗畑から検出され,分右がきわめて広いの 

に対して,他の線虫はまれに検出されるにすき’宏い。

c )僂束•中部地方(前橋・東京・長野•名古度営林局管内)を中心とする束日本 

キタネダサレセンチュウがもっとも多く検出され,隅査苗烟の約6 5あに及んだc

また,ミナミネグサレセンチュウが前橋・束京・名古屋局管内の一部の苗!ISで検出さ 

れ,この他クルミネグサレtンチュウが5か所の苗畑で検出された。キタネダサレセンチュ 

ウを主体とするネタサレセンチュウ棋のものがこの地域の優占秘である。

これにならんではユミハリセンチュウの検出が多かった。この属では5種が司定さ 

れた。性た»北海道や東北地方では,まれに検出されるにすぎなかったイシュクセン 

チュウ•オオガタハリセンチュウ•ナミラセンセンチュウなどが時折検出された〇ナ 

ミラセンセンチュウ以外のラセンセンチュウは3秋が同定された〇

d) 関西・中国地方(大阪局管内)

キタネダサレセンチュウとミナミネグサレセンチュウとがもっとも多く検出され, 

これに次ぐものはユミハリセンテユウであった。さた,イシュクセンチュウ•ラセン 

センチュウ•オオガタハリセンチュウ•ワセンチュウなどは,束日本地域に くらべる 

と検出頻度が高かった。

e) 四国地方(髙知局管内)

ネダサレセンチュウ•ユミハリセンチュウ•ナミラセンセンチュウが多く,イシュ 

クセンチュウやオオガタハリセンチュウがこれに次いだ。ネグサレセンチュウのうち 

ミナミネダサレセンチュウは気候湛暖左平野部に,キタネクサレセンチュウは四国山 

塊の高海抜地帯の苗畑に主として分布している。
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f)九州炮方(熊本同管内)

ネクサレセンチュウはミナミネグサレセンチュウのみであり,8 〇・の苗畑から検出 

された。その他の緯虫もかなり商い頻度で検出され,他の地域,とくに来日本飽城にく 

らべると縁虫相カ城雑であることを示した。とくに他の地域ではほとんど検出されない 

ネコプセンチュウが広く分布していることが示されたc

S )まとめ

全国的にもっとも広く枚出されたのはネグサレセンチュウであるcこの坞合,ネグサ 

レセンチュウ属の主耍稲であるキクネクサレセンチュウけ九州地方を除いて全国的に検 

出され,もう一つの主要穂であるミナミネグサレセンチュウは,九州・四国地方で検出 

が多い。

ネクサレセンチュウに次いで多くの苗畑花分布しているのはユミハリセンチュウであ 

って,北顾地方以外ではかなり髙い翎度で検出された。イシュクセンチュウ•オオガ 

タハリセンチュウ•ナミラセンセンチnウも比較的多く検出された弑類であるが 検出 

が多かったのは,関西地方以西の西E本地域であった。

全般的にみると西日本地域にくらべて束日本地址でけ線・虫相が単純であるといえる。

な公,・作物の迎要徳虫であるシストセンチュウは全く検出されず,またネコブセン 

チュウは九州地方を除けば秋田同修内の1苗畑で换出された例があるにすぎない。これ 

,ら両穗の笑触の検出が非常に少ないことは,国有林以外の苗畑に糸ける実態訓王瀏果で 

も示されたか,国冇林苗畑では上り一格その点は領若であって,針葉樹苗木のみを栽培 

している場合にけ,これらの被害は問題になら左いことがうかがわれる。

-5-2 歩もな寄生瑟虫の生息密度

君もた寄生紛虫が崔辺士壊3 0 〇 9,または苗木の細根1,から分離された頭数にょっ 

て,これらの生息密度を判定すると次のようであるc

a) 北海道地方

キタネクサレセンチュウカ吐境または根から1〇 〇領以上検出されたのは全試料に対 

してそれぞれ8苗,16务であり,5 〇 〇頭以上検出されたのはそれ・ぞれ3 %, 6纺で 

あった。このを度け他の地方にくらべるとか左り低いものである。

b) 束北地方

キクネグサレセンチュウカ;土瑞または枳から1〇 〇頭以上検出されたのが全試料のそ 

れぞれ約4 5多,80%を占め,5 0 0卵以上検出されたの力;それぞれ10洌5 5%
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をこえて生息密度は非常に商いeとくに,士坝から5.。 0 0處以上検出されたのが2例 

(最高は肯森営林局横浜苗畑の8.5 6 OS:),根から10. 0 D 〇頭以上検出されたのが 

7例(蟻髙は冋じく横浜苗畑の21.4 6 0頭)であったc

ネクサレ七ンチュウに次いで検出阳度が髙かったユミハリセンチュウ格 士埃から1 

〇 〇顛以上のものが2 〇 %以下(端海は秋田営林局永野苗畑の1.2 0 0頭)であって, 

生恩密度は一的に低い。

その他の寄生綬!虫め生息密度Mほとんどが10 〇理!以下であった。

)塚束•中部地方

キタネグサレ七ンチュウの生息帝废が目立って髙く,10 0頭以上検出されたのが士 

壇では55苗,根では7 0%をこえ,50 0的以上検出されたのが土壌で20%,根で4 

5分を占めた。•また粗から5.0 〇 〇頭以上検出されたのが16例もあったc 一部の苗畑 

ではミナミネダサレセンチュウが検出されたカ;,この場舍もキタネダサレセンチュウと 

同様に生息密度児高かった〇

ユミハリ七ンチュウが士壤から1〇 〇掀以上検出されたのは金体の約2 5/であって 

一般にけ生息窝度はあ唾リ耳くないが,5 0 0頒以上検出される例も時折見られ,検出 

頻度が离いこともあって,ネグサレセンチュウに次いで生息が多い趙虫である。

他の様虫は任とんどが1〇 〇顏以下の低い生息密度である奶 イシュクセンチュウ・ 

ナミラセンセンチュウ•オオガタハり七ンチュウがやや高い密度で検出される場合が数 

例見られた。

) 便西•中国地方

ネダサレセンチュウ(主としてキタネダサレセンチュウとミナミネグサレセンチュウ) 

の生恩驼度が髙いことが目立ち,他の殺虫の生息密瘦は一般に低い。

) 四国地方

ネグサレセンチュウ(ミナミネグサレセンチュウとキタネダサレセンチュウ)の生息 

償度が他の地方と同様に目立って而く,他の恤!でユ コミハリセンチュウとイシュク 

センチュウの生息碰が高かった。しかし,根の朋合にけ,10 0照以上校Mされたの 

がネタサレセンチュウでは7 0务以上であったのに対し,他の法虫ではイシュクセンチ 

ユウの蛆合にただ1例見られたにすぎないc 

) 九州地方

この地方のネクサレセンチュウはミナミネグサレセンチュウであるが> この總虫の生
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息密度も他の蜒にくらべて目立って高い。

これに次いではイシュクセンチュウの生息密度が高く,士壤から1〇 〇頭以上検出さ 

れたのが約2 〇务を占めていた。他の繆虫ではいずれも9 〇阳以J：が1〇 〇測以下の生 
息密度であったが,これらの中ではナミラセンセンチュウ•ユミハリセンチュウ•ネコ 

ブセンチュウでやや部い生息密度が見られたcしかし 士母から5 0 0頭以上検出され 

たのは,イシュクセンチュウとナミラセンセンチュウでそれぞれ1例あるのみであるc

g )まとめ

ネクサレセンチュウ(主としてキクネグサレセンチュウとミナミネグサレセンチュウ) 

の生息密度が仙の竣虫とくらべてきわめて高いことが目立った。とくに,束北I也方歩上 

び贋束地方北部では髙密度の生恩が認められ,士壤から5.。 0 0頭以根から10.0 

〇。頭以上検出されたのが数例あった。一方,北海道地方の生恩密度は他の地方より全 

般：的に低かった。

ネクサレセンチュウが検出頻度の点でも生息密度の点でも,他のお虫にくらべて目立 

って高いことは,国有林以外の苗畑でも密められたことであって,この点から林業苗畑 

に若ける最跡紛虫といえよ

ネクサレセンチュウに次いでは全般的にユミハリセンチュウの生息密度が髙いことが 

多く,この他イシュクセンチュウ•ナミラセンセンチュウ•オオガクハリセンチスウが 

やや羸い密度で生恩している例が見られた。

1-5-5 むも左掇虫と樹租との腮係

a) 北海道地方

キタネクサレセンチュウ忧 トドマツ・スギ・カラマツ・エゾマッ•ストn —ブマツ 

から検出され,トト・マッの場合はネ峻埒よぴ函他営林局管内苗畑では8 0 %以上の試料 

から検出された。トドマツの苗令と総虫の生息密度についてみると,根の場含作は1如 

生苗木でもっとも高く1〇 〇頭以上検出されたものが5 0 0坎上を占めた。一方,±«3 

では2年生苗木でやや高い密度を示した。

b) 束北地方

キクネダサレセンチュウの生息密度は,土壇の場合1〇〇頭以上検出された例カミス 
ギ:5 5為 アカマツ：3 9%,カラマツ：3 2%であり,根から5 0 0頭以上検出さ 

れた例カ;スギ：6 3务,アカマツ：3 3 %,カラマツ3 0 %であって,スギでの生息 

密度がきわめて高いc
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ユミハリセンチュウの士壤中の生息密度は,!〇 〇囲以上検出された例が,スギ:2

1為 アカマツ：5・ カラマツ:〇% であって同榜Iてスギでの生息密度が目立って

夜;い。

c)関束•中部地方

キタネグサレセンチュウについてみると,士琲から1〇 〇頭以上検出された例はスギ 

：72為 ヒノキ：47务,アカマツ:55為 カラマツ:46為 トドマツ:56务 

であり,根から5 0 0迎以上検出された例はスギ：69%,ヒノキ:60务,アカマッ 
：15 カラマツ：50多,トドマツ:3 2%であった。この結果からみると,キタ 

ネグサレセンチュウの生息密度がもっとも高いのはスギであり,一方アカマツでは他の 

機種よりも目立って生息密度が低いことがわかる。

ユミハリセンチュウの場合にも,もっとも生息密度が高いのはスギで,ヒノキとカラ 

マッとがこれに次ぎ,ブカマツでは10 0殖•以上検出された例は左かった。

イシュクセンチnウの垠舍には試料数が少ないのではっきりしない批 スギとアカマ 

ッで生息密度が&;い個向が誡められれC

d ) I・西•中国地方
ネダサレセンチュウの検出頻度は,スギでもっとも高く,ヒノキがこれに次ぎ,アカ 

マッとクロマツでは低かった。マッ類についての試料敖が少ないのでけっきりし左いが, 

ユミハリセンナユウ•イシュクセンチュウについても,マツ類での検出頻度は低かった。

〇 )四国地方

ネクサレセンチュウの生息密度は他の地方とI司様にスギでもっとも高く,土では4 5 

实,根では8 5协の試料から1〇 〇頭以上が検出された。

f )九州地方

主要樹称からの検出頻度についてみると,ヒノキでTネダサレセンチュウとネコブセ 

ンチュウの検出が多く,これについでラセンセンチュウが2 ?务の試料から検出された。 

アカマツの場合も同様Iてネタサレセンチュウ•ラセンセンチュウ•ネコブセンチュウの 

検出頻度が高かったが,ネダサレセンチュウが根から検出される券应はスギ•ヒノキの 

場合よりか左リ低かった。ク°マッの堤合には同様に3種Iの秋虫の検出が多かったが, 

根から検出される頓度はアカマツの場合よりもさらに低く,一方,ユミハリセンチュウ 

やイシュクセンチュウが士壊から比較的多く検出された。スギの場合は賦料数が2 6で 

少左く,比較しにくいカるネクサレセンチュウが4 2务,イシュクセンチュウが2 7%
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で,他の蜘よりも多く檢出されることが目立ったCこの他でばラセンセンテユウ・ネ 

コブセンチュウの検出がやや多かつ?in

次に,生息密度K・ついてみると,ホタサレ七ソナユウカ:根から5 0 0頭以上検出され 

た割合は,ヒノキ40%,スギ24すに対してクロマツお上びアカマツでは17%と低 

<,2.000团以上検出されたのがヒノキ15俗,スギ14奇に対してマッHでけなか 

った。その他の枳虫の場合田け,7 〇务以上が1〇 〇闭以下の密腹であり,5 0 0®を 

こえることはごく少なかったびこの中で豚的生恩・度が在,かったのけラセンセンチ 

ユウが匕ノキ,ユミハリセンチュウとイシュクセンチュウとがクロマツ,ネコブ七ンチ 

ュウカ:ヒノキとクロマツとであった〇

ユミハリセンチュウ スギ•クコマツ

イシュクセンチュウ スギ・マッ

ラセンセンチュウ ビノキ

な初 ネクサレセンチュウの生息密度が尚いスギについて,実生スギとさしスギとを 

比較してみると,根からの検出故がさしスギの您合に1〇 〇頭以下が7 5糾5 0 0項 

以上がなかったのに対して,突生スギでけそれぞれ2 7為7 5 %であって,実生スギ 

の場合に生球宓度が目立って髙かった。

8)性とめ

-3-4わも左籾虫と前作との関保 

a)束:!出方

ス海成床でキタネクサレ七ンチ・、ウの生息幣度を前作物との関係でみると次のよう

ヒノキ・クロマ

最重要婉であるオダサレセンチュウけスギに対する寄生性がきわめて商く,根から 

5 〇 〇貽以上検出された例が6 Q%以上を占めていたc左今 央生スギとさしスギを 

此較したカの列(ミナミイグサレセンチュウ)によれは;さしスギにくらべて央生ス 

ギできわめて生息俗座が高いことがわかった。スギに次いで生嵐物披が筒いのけヒノキ 

であり,一方,アカマツとクロマツは主娶針夢樹の中では検出頻妨 生息密度ともに目 

立って低かった<•.キタネダサレセンチュウの生息密度がスギとアカマツとでいちじるし 

く差がある例を,柬北地方の調査結采から図ー1に示す。

他の桧虫の土坝での生息密度は多くの場合1〇〇頭以下であって少ない力j次の紐み 
合わせでは,比紋的生息密度が岛い領向ナ期められたc

-12/1-

千爛 80〇 10.150 IHEU
C

調査苗畑

匚コス ギ

U3 Tカマッ

白石

図ー1 キタネクサレセンチュウのスギとアカマツ｛てたいする寄生性の比做

である。土境から1D 0頭以上が検出された例が金体に占める測合は,スギ• 7・カマッ 

•カラマツ•豆類を前作した場合ふ、上ぴ休閑地とした場会に,それぞれ61為4 n *.

6 Q為3 8洌19 %であり,50 〇頭以上検出された埸合は,それぞれ2 2凱’ 

4%,1〇為14為〇例でめった。この結果からスギを述作した場合にキクネ“リ 

レセンチュウの生息密鹿はもっとも袍,く,休閑地の後に養成した暢合に生息幣J底が抓i1 

ことが示された。

b) 関西•中国地方

前側がスギ・ヒノキ•マッ類・ダイズ・休閑地の場合に土塊中からの主耍綻虫の
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の検出頻度は,ネダサレセンチュウの場合・はそれぞれ7 〇务,6 5 4 5%, 5 0為

3 3佑であって,スギとヒノキが前作された畑で多く検出され 休閑地の跡地でけ少な 

い。

ユミハリセンチュウの場合・にはスギ41為 ヒノキ5 7%,マッ類10あ ダイズ3

3务,休閑地0%,であって,やはリスギ跡地に多く休閑地跡にけ少左いe

イシュクセンチュウの耳论には,スギ29%,ヒノキ3 0¢,マッ類4 〇% ダイズ1 

17 ってマッ跡地にやや多く,休閑地跡では検出例かない〇

なあ 水田跡地はわずか2例であっため イネネモダリセンチュウのみカ験出され, 

他の主安寄生虫は検出されていない〇

)まとめ

ネクサレセンチュウはスギ君エびヒノキで寄生性が髙いことは前頂で述べたカiこれ 

らの枚擢を秀成した跡地では,やはりその検出頻度君よび生息密度が高かったcこのこ 

と雑,ネクサレセンチュウが内部寄生性瀬であるた絢 前作物の堀りとり後忙残され 

た残留細根中にネクサレセンチュウが以入加害していて,初期密度がおはっているため 

といえようcしたがって,スギ時よびヒノキを連作した塀台;ネダサレセンチュウにょ 

る被害が増大するものと考えられる。

3-5 士坝条件との関係

)束北％方

調査した苗畑の士培は大部分が徹砂質壌士,壌土,埴塊土であったカうこれらの土性 

と主要寄生線虫の生启・苗度との間にはっきりした関係け認められ左かったc

湘査苗畑の士堺のP Hは4.〇〜6.4の広顷囲にわたり,このうちPH 5.0以下・P 

E 5.1〜5. 5, P H 5.6 ～ 6.0, P H 6.!以上の訓査か所敬はそれぞれ6. 3, 4 8, 

5 3, 21であったが,このような士培酸度と主安紛虫の生恩密度との間作もほっきり 

した関係は認められなかった。

)函西•中国地方

苗畑の士^は砂壞士,焼培士,地土が多く,砂係士・•よび壤士の土性をもつものもあ 

った。ネタサレセンチュウふ、よびユミハリセンチュウが砂質士でやや少なかったこと以 

外は,主吸寄生線虫の生貝常度との間にはけっきりした映:係は認めなかラた。

)九州地方

土性は砂塩土 •微涉m± ・培土 ・壊壤士 •城士であり,微砂绍埋土歩よび培土の士 
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性をもつ带細がやや多かったびこれら士性と主要寄生密虫の生息密度との問にはっき 

りした典係は秘められオいcただし ネグサレセンチュウの生恩密度は,域土なよび壊 

壤士の茁畑でやや低い侦向があった。

d )唆とめ

湛虫は砂知理士や火山吹士埃のように孔隙が多い.士爆で多く,亜:粘な士壤でT少左い 

といわれているが,この諏夷では土性と主要寄生線虫の生息密度との間に灯,けっきり 

した㈱係は對められなかった〇ま允土堆酸度についても冋梯であった。

-3-6主要寄生触の検出が多い曲畑

この呻< ふ、いて主要•寄生紛虫が各営林局内で目立って多く検出された苗畑をあげてむ 

く。なわ 圖査苗畑の中には殺徳虫剤を使用したものも含せれ>哼た,黄料採取時期の関 

係もあるの< ここにあげてい左い苗畑で主要鼬の生息密度が低いとは限らないc苗木 

の生恩に寄生線虫がどの程度関係するかに1ついては,この資料を参考にしてそれぞれの苗 

提でもっとくわしい調査を必耍とすることけいうせでもない。

a) 北見営林局

キタネクサレセンチ-ウ:網走署染说苗地 呼人苗畑,遠睡署遠卷苗畑

b) 帯広當林局

キタネグサレセンチュウ:带広署相川苗畑

c) 旭川営林局

キクネダサレセンチュウ：朝日署朝日苗包 神楽器雨紛苗畑

d) 札幌営林局

キタネタサレセンチュウ：夕張璃沼の沢苗対!伊藤沢苗木访 定山溪署百松沢苗畑

e ) 函何営林局

キタネクサレセンチュウ:但知安智俱知安苗煙 乙部署乙即苗畑,函粗署七飯苗煙

木古内署泉沢苗畑

£)宵森営林局

キクネクサレセンチュウ:横浜朝・横浜苗煽 增川采増川苗綱 弘前署沢田苗灿一関

堀上台苗焜 大槌署浪板苗白石新速刈田苗畑

ユミハリ七ンチュウ:脇野沢署蛎崎苗畑,川内調斯子畑苗畑,横浜馨横浜苗畑,蟹

田男瀬辺地苗畑,金木翳小B!川苗畑
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s) 秋田會林局

キタネクサレセンチュウ:早口署大野苗畑•十和田智大浴苗畑•米内沢野米内沢苗姻 

鶏の果垢鷹の巣苗烟米沢碧米沢苗畑

ユミハリセンチュウ:ニッ弁.署二ツ井苗烟 十却田署大湯苗畑,湯沢署院内苗畑•新 

庄署新史苗畑•山形翌永蜉苗畑

h)前橋営林局

キタネクサレセンチュウ：白河客矢吹第一苗畑,大關々署内野苗畑,坂下署新勸苗畑

ユミハリセンチュウ:六日町瑕神立苗畑,大間々碧内野苗畑,長岡野堀の内苗畑,月 

夜野・署境野苗畑,坂下智新離苗畑

1)東京滸K同

キクネダサレセンチュウ：千笄署愛宕山苗畑,高萩署上台苗畑,

ユミハリセンチュウ：髙萩署上台苗畑,天城智本谷苗畑

J ) 長呀営林局

キクネグサレセンチュウ:上松卵上松苗畑

ユミハリセンチュウ:上印署和苗畑,松本署波田苗畑

イシュクセンチュウ:三殿智•大原苗畑

k) 名古脱営林同

キクネダサレセンチュウ:岐单唇雅原苗畑,神岡署神岡苗畑

ミナミネダサレセンチュウ:新城尊新城苗畑

ユミハリセンチュウ：新城署新城苗畑,肢早碧•明原苗畑,中津川署合川苗畑,付知黑 

大平苗畑,下呂缱舞台蛛苗畑,久友野眾久々野苗畑,荘川礬新淵苗畑,神岡裴神岡苗畑, 

密山智大沢野苗畑

ラセンセンチュウ:岡崎碧二川苗畑

l) 大阪営林局

ネタサレセンチュウ:•大津黒大門苗畑,尾鸞坍三海谷苗畑,裔野署髙野苗畑,広国制 

梶ノ木苗畑,鳥取群小舟苗畑

ユミハリセンチュウ:福井署上庄苗畑,尼魅碧三瀬谷苗畑,山崎弁一宫苗畑,新見署 

釜谷苗畑

イシュ・クセンチュウ：大津署大門苗畑,亀山岩住吉苗畑,尾鷲智三潮谷苗畑,広島書・

堤ノ木苗畑
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m)熊本営林局

ミナミネダサレセンチュウ:佐賀,日田,大分,人舌,日向,西都,麻岡,高爲,各 

営林署苗畑

ユミハリセンチュウ：佐習,高岡,出水,大口,鹿児屏,内浦,各営林名苗畑

イシュクセンチnウ：福岡,対馬,中津,高岡,大口,内浦,各営林署苗畑

ラセンセンチュウ:直方,福岡,対馬,五駆,佐賀,中津,菊地,八代,水俣,出水 

各馈林爭苗畑

ネコブセンチュウ:中津,人吉,日向,出水,串間,鹿児麻,内浦,各皆林署・苗畑

2.防除試験 .

2-1各春し殺虫剤の防除効果

土壇施用による各轴殺線虫剤の防除効果について,札规営林局夕張営林费沼の端苗畑,秋 

印’・林局角館宜林署角館苗畑,柬北支場構内苗畑,東京営林同千芽營林署愛宕山苗烟,衆西 

支場構内苗畑,称知営林局大栃當林影陣山苗畑左どて効果比較試龄を行なった。な。 この 

試験は公立;林試が国谜補助達絡試狀によって実施した同種の試験と密接た連携をとり左がら 

進めれものである〇

これらの試膜結果によって明らかにされたことは次の通りである。

a)殺線虫剤の使用法

効果が認められた殺紛虫剤の使用法を衣ー 4に示す。

表一 4 主な殺繊虫剤の使用法

薬剤名 使 用 法 側 考

N C S

5 121•粒撇30)

VB C F

E D B

D-D

クロ ールピクリン

3 0颌千鳥で点注,一穴に原液を水で2倍にう 

すめて5 C 0»または原液を5 C C,施用後ポ 

りエチレン秘瘢または水封する。

床面に8 0診/1〇 &をばら衣きし 表面の土 

とよく混和する。

粒剤(20务)は20邸/10色をばらまきし 

て表面の士とよく混和する。乳剤(8 0务)は 

水で1〇倍にうすめて1穴3 c cずつ点注 

原液を3 C Cずつ点注

原液を3 CCずつ点注

原液を3 CCずつ点注

苗木に対する密窖はほと 

んどない

地温2 0ね以」：で使用 

苗木に対する薬害以あま 

りをい

皮ふを侵すので注意

毒性が強いので注意・
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これらの薬剤の多くは萩総虫効果が高い一方・苗木に対する英害をあ、こす危険も大きい。

したがって,5121粒剤ふ•よびD BC P以外の％剤を床替時に使用する場合えは充分な 

ガス抜きを君こ左い所定の日数後に床辞えする必妾がある。播種床【て使用する場舍には播 

種までの崩間をやや短かくすることができ,ガス抜き後5〜4日で播祖可能である。

b)殺纏虫剤の効果

上記の夹剤はすべて使用方法力;適切であれば土埃中に生息する 施の殺縁虫効果は离く. 

為用後の士培中の細の生总密废はいちじるしく低下する。しかし,その後次第に粉虫の 

増殖があり,クロールピクリン・ E D どでけ約2か月後には施用前の生息密度近くま 

でもどることが多い。生息密度の増大を・さえる効果の持続期間か長いものとしては,N 

C S • 5121粒剤• D H C P粒剤があげられる。

C )苗木の生長

殺線虫剤の左かには,皴&だけでなく苗木行対しても彬精を与え,生長異常を条、こすも 

のがあるc鉗・若左ものは,クロールピクリX • D- D • UC Sである。

これらの薬剤を施用した場合,苗木は徒長し しかも根の直根が異常に仲畏して側根や 

細収が少ない.いわゆるごぼう根の根型となることがあるcこの現象はスギでけふつうに 

見られるもので,他の樹程ではスギにくらべると非常に少左いc

したがって,これらの菜剤をスギに施用する場合には,徒長と根系異常を防止すること 

カ说、要である。このためには 秋早くに根切りを行左うことが有効である。とくにUCS 

の場合Kは適期に根切りを行なうと,夜った根から多数の細根が新生され,根系がすぐれ 

た苗木が得らわる。
d ) 除草効果

N C Sおよびクロールピクリンでは除草効果も認められるc N C Sを施用した場合には, 

7月上句〜中旬岐では除草を如こをう必理がをいgまた,これらの桨剤は殺顏効果もある 

ので,立枯病などの土増病害の防除Kも有効である。

〇) 秋喧きの場合の薬剤処理

秋まきスギを対象として秋田営林局角俺它林署・苗畑で行なった央験結果Kよると,11 

月上旬に常法に上って.N 〇 S. 5121粒剤,BBC F粒剤を施用した場合,翌年坂ま 

で効果が認められ,とくにN C Sがすぐれていた。

な歩,この方法は多雪地帯で卷なきする場合にも応用できるものと考えられる。
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2-2 根の混湯殺漬によるネグサレセンチュウの殺麒効果

ネグサレセンチュウは内部寄生性惣虫であるため,播種床で被害をうけた苗木の根の粗職 

内には多敖のネダサレセンチュウが寄生していて,床替によって床替床へ迎ばれる。このた 

め何らかの方法によって苗木の根を処理し,内部に寄生する絲虫を探す効果が壑ざれるc

その方法の一っとして,根を温湯に没淸する方法が考えられ果樹では効果をあげた例が 

ある〇

林木苗木に対する温渺浸漬処理の効采を検对するため東北支塌で行をった哭験の幕果は次 

のとおりである。 •

休眠中お•よび生育中のスギ当用生苗木の根を40, 5 〇, 7 〇 tの湛湯に一定時間没漬し 

てから,加温游出法によって根からネクサレセンチュウの分謡を行なうと,5 0 -C. 7分以 

上の没汲処理した根からけ検出されないカ：,4 0 -C. 3 0分処理した根からは紗が分雌さ 

れる。したがって殺徳虫のためには少なくとも5 〇 r 7分の浸淸を必要とするcところカs 

処理苗を植えつけてその後の生育をみると5 0 r 7分処理した休眠中の苗木は10 0¢枯死 

し 生育中の苗木でも6 0 0は枯死した。

この結果から,殺線虫に必要な処理によって竣苗木に対する影辭が大きく,遍湯処理によ 

る防除は期待できない。

なお,各糊の薬剤溶液に根を浸淡する方法も考えられるが,現在,夷用化できる方法は見 

出されていない。

2-5 その他の防除方法

対抗植物であるマリーゴールドを植栽した跡地にネクサレセンチnウの生息密度が低下す 

る傾向があるので,休閑地の栽培作物として利用するとよい。ただし,この方法のみで線虫 

被害を防除するわけにいかない。

堆肥(おが滑堆肥)の施用が寄生線虫の生息密度を低下させるために,紐虫被害を防除す 

るのに有効であるという説もあるが,はっきり確かめられていない。むしろ,堆肥の施用け 

苗木の生育を良好にして,被害を軽減するのに役立つとみるのが妥当である。

育苗方法のうちで縁虫の彼害防除に有効なことは,被害の主原因であるネクサレセンチ・ 

ウがスギ歩よびヒノキに対して寄生性力:高く,連作すると生息密度が蘇まることからみて, 

少東 < とも播種床ではこれらの樹種を連作しないことが必要である。
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